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Abstract：We are researching ornament of the fashion materials for the ancient medieval east Asian various 

countries, various race by the method concerning a study of the Iconography and the Archeology. Because 

of that, we investigated the remains of the Liaoning （遼寧）, Neimenggu（内蒙古）, Shangxi (陝西) and 

Xinjiang (新彊)  in China .  

 

はじめに 

本研究は、古代中世東アジア諸国・諸民族の服飾資料（壁画、装身具、陶俑、装身具等）を図像

学的、考古学的方法によって分析し、民族と服飾、衣冠制、身分制、諸民族の交流関係などの問題

を明らかにすることにあった。フィールドの対象地域はモンゴル・中国・朝鮮韓国・日本の東アジアで

ある。平成 22 年度の外国調査の概要を報告する。 

 

調査研究とその成果 

第１次外国調査 平成 22 年度の 11 月 15 日～11 月 22 日、中国遼寧省・内蒙古自治区において実施

した。遼寧省大連の営城子の漢墓壁画博物館で漢魏の服飾、内蒙古自治区の赤峰博物館では青銅器

時代から遼・元・清の服飾を調査した。内蒙古巴林左旗では遼代皇帝陵の慶陵・懐陵、陵園の慶州城・

懐州城、元の上都を踏査した。 

現在、遼の皇帝陵園、遼代壁画の調査が内蒙古・遼寧省の各地で発掘調査されている。2007 年 

に「遼代壁画資料」（『人間社会文化研究』14）の集成をおこなったことがある。今年度の調査成果をふま

え、最新の河北省宣化下八里壁画墓などの報告書を分析し、遼代の服飾についてまとめる。唐・宋遼の

服飾を比較する。 
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第２次外国調査 平成 23 年 1 月 8 日～1 月 15 日、新彊ウィグル自治区のカシュガル、クチャ、ウルム

チにおいて遺跡・遺物の調査を実施した。 

新彊ウィグル博物館では、〈西域の服飾〉の特別展が開催されていて見学した。新彊トルファンやニヤ

などから出土し服装の実物が展示されていた。新彊各地の服飾資料が集大成して展示されていた。特別

展図録は発行されていない。撮影禁止であった。 

クチャではキジル石窟寺院の壁画を観察した。西方のガンダーラ仏教美術と東方の漢唐文化の接点と

なる地域である。漢の西域都護府、唐の安西都護府の推定地を踏査した。 

第３次外国調査 平成 23 年 2 月 17 日～3 月 1 日、中国河南省から陝西省の各地で遺跡・遺物の調

査をおこなった。河南省洛陽市文物局で北魏～隋唐期の服飾資料、陝西省西安の陝西省歴史博物院、

西安博物院、咸陽市博物館で漢～唐代の服飾関連資料の調査をおこなった。 

とくに鮮卑族の南遷と北魏建国問題についての研究をおこなう。大同智家保墓壁画には牧畜民・パオが

描かれた北魏初期の壁画墓である。三燕墓の図像と比較する手がかりをえた。 

 

おわりに 

平成 22 年度は共同研究の前提となる、遼寧・内蒙古・河北・陝西・新彊地域を踏査した。漢～唐、遼代

の服飾図像を調査した。次年度は、モンゴルと中国新彊ウィグル自治区北部地域の阿勒泰の匈奴、スキ

タイの服飾に関する調査研究を計画している。現在の諸民族の服飾、さらに歴史上の諸民族の服飾を壁

画図像を分析して比較研究する。なお『高句麗壁画と東アジア』を刊行した。中国古代、朝鮮古代、日本

古代の壁画図像研究の基礎的資料で、それらをもとに本研究を遂行する。 
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